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政
府
が
備
蓄
米
を
放
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
価

は
相
変
わ
ら
ず
前
年
比
約
170
％
と
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。

当
初
、
農
林
水
産
省
は「
米
は
十
分
に
あ
る
」と
主
張
し
、

卸
業
者
の
過
剰
な
在
庫
確
保
が
原
因
だ
と
悪
玉
に
仕
立
て

上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
、
想
定
外

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
す
る
た
め
米
を
増
産
す
る

と
、
大
き
な
政
策
転
換
を
図
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

嘘
と
欺
瞞
に
満
ち
た
農
水
省
の
対
応
は
言
わ
ず
も
が
な

で
は
あ
り
ま
す
が
、
我
々
は
、
糧
と
な
る
農
林
水
産
業
に

対
し
、
余
り
に
無
頓
着
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
自

然
相
手
で
あ
る
農
林
水
産
業
は
、
政
策
転
換
し
た
か
ら
と

言
っ
て
、
す
ぐ
に
意
図
し
た
結
果
が
出
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。こ
の
夏
も
40
度
を
超
え
る
猛
暑
が
全
国
を
襲
い
、

農
作
物
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
海
水
温
の
上
昇
に

よ
り
、
魚
の
分
布
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
食

料
自
給
率
の
低
い
我
が
国
に
お
い
て
、
自
然
を
相
手
に
す

る
農
林
水
産
業
こ
そ
、
も
っ
と
謙
虚
に
か
つ
慎
重
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

令
和
の
コ
メ
騒
動

令
和
の
コ
メ
騒
動
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《
雇
用
保
険
》

 

基
本
手
当
及
び
雇
用
継
続
給
付
の

 　
　
　
　
　
支
給
限
度
額
等
の
変
更
に
つ
い
て

８
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
厚
生
労
働

省
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
で
、
今
年

度
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安

に
つ
い
て
答
申
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
こ
の

答
申
を
参
考
に
し
つ
つ
、
地
域
に
お
け

る
賃
金
実
態
調
査
や
参
考
人
の
意
見
等

も
踏
ま
え
た
調
査
審
議
の
上
、
答
申
を

 
令
和
七
年
度

 
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ
い
て

行
い
、
各
都
道
府
県
労
働
局
長
が
地
域

別
最
低
賃
金
額
を
決
定
し
ま
す
（
※
異

議
申
出
に
関
す
る
手
続
を
経
て
、
例
年

10
月
頃
に
発
効
し
ま
す
。）。

今
年
度
の
目
安
が
示
し
た
引
上
げ
額

の
全
国
加
重
平
均
は
63
円
（
昨
年
度
は

51
円
）
と
な
り
、
目
安
通
り
に
最
低
賃

金
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
昭
和
53
年
度
に

目
安
制
度
が
始
ま
っ
て
以
降
で
最
高
額

の
引
上
げ
と
な
り
、
引
上
げ
率
に
換
算

す
る
と
6.0
％
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
金

額
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
側
委
員
と
使

用
者
側
委
員
と
の
間
で
意
見
の
一
致
を

見
る
に
至
ら
ず
、
公
益
委
員
の
見
解
及

び
小
委
員
会
報
告
を
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
に
提
示
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

【参
考
】

◎
最
低
賃
金
制
度
と
は

最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、
国
が
賃
金

の
最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ

の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者

令
和
７
年
8
月
1
日
か
ら
、
雇
用
保

険
の
「
基
本
手
当
日
額
」
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

雇
用
保
険
で
は
、
離
職
者
の
「
賃
金

日
額
」（
※
1
）
に
基
づ
い
て
「
基
本

手
当
日
額
」（
※
2
）
が
算
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
賃
金
日
額
に
つ
い
て
は
、
上

限
額
と
下
限
額
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」
の
平
均
定
期

給
与
額
の
増
減
に
よ
り
、
毎
年
8
月
1

日
に
そ
の
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
令
和
６
年
度
の
平
均
定
期

給
与
額
が
前
年
度
に
比
べ
約
2.7
％
上
昇

し
た
こ
と
か
ら
、
上
限
額
・
下
限
額
と

も
に
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度

で
、
仮
に
最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
を

労
使
合
意
で
定
め
て
も
、
法
律
上
無
効

と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
定
め

を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。　
　

◎
最
低
賃
金
の
種
類

最
低
賃
金
に
は
、
右
記
の
「
地
域
別

最
低
賃
金
」
と
、
特
定
の
産
業
で
働
く

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
最
低
賃

金
」
の
二
種
類
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

ど
ち
ら
か
高
い
方
の
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
雇
用
継
続
給
付
の
支

給
限
度
額
等
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。　

※
1　
離
職
日
の
直
前
6
ヵ
月
に
毎
月

　
決
ま
っ
て
支
払
わ
れ
た
賃
金
か
ら

　
　
算
出
し
た
金
額　
　
　
　
　
　
　

※
2　
失
業
給
付
の
1
日
当
り
の
金
額

１　
基
本
手
当

基
本
手
当
の
賃
金
日
額
と
基
本
手
当

日
額
の
上
限
額
が
〈
A
表
〉
の
通
り
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

２　
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

　
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
支
給
限
度

額
が
、
令
和
７
年
8
月
1
日
以
後
の
支

給
対
象
期
間
か
ら
〈
B
図
〉
の
通
り
変

更
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

⑴　
支
給
対
象
月
に
支
払
い
を
受
け
た

賃
金
の
額
が
支
給
限
度
額
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
ま
た
、
支
給
対
象
月
に
支
払
い
を

受
け
た
賃
金
額
と
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
の
合
計

が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、

「（
支
給
限
度
額
）|（
支
給
対
象
月

に
支
払
わ
れ
た
賃
金
額
）」
が
支
給

額
と
な
り
ま
す
。

⑵　
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
と
し
て
算

定
さ
れ
た
額
が
最
低
限
度
額
を
超
え

な
い
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑶　
60
歳
到
達
時
の
賃
金
額
が
上
限
額

以
上
（
下
限
額
未
満
）
の
方
に
つ
い

て
は
、
賃
金
日
額
で
は
な
く
、
上
限

額
（
下
限
額
）
を
用
い
て
支
給
額
が

算
定
さ
れ
ま
す
（〈
C
図
〉）。

〈A表〉基本手当の賃金日額上（下）限額及び基本手当日額上（下）限額
【上限額】

年齢区分 賃金日額上限額 基本手当日額上限額
30歳未満 14,510円 7,255円

30歳以上45歳未満 16,110円 8,055円
45歳以上60歳未満 17,740円 8,870円
60歳以上65歳未満 16,940円 7,623円

65歳以上 14,510円 7,255円
【下限額】

賃金日額下限額 基本手当日額下限額
3,014円 2,411円

各都道府県に適用される目安のランク
ランク 都 道 府 県

Ａ 埼玉、千葉、東京、神奈川、愛知、大阪

Ｂ

北海道、宮城、福島、茨城、栃木、群馬、新潟、富山、石川、
福井、山梨、長野、岐阜、静岡、三重、滋賀、京都、兵庫、
奈良、和歌山、島根、岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、
福岡

Ｃ 青森、岩手、秋田、山形、鳥取、高知、佐賀、長崎、熊本、
大分、宮崎、鹿児島、沖縄

【
答
申
の
ポ
イ
ン
ト
】

〔
ラ
ン
ク（
注
）ご
と
の
目
安
〕

各
都
道
府
県
の
引
上
げ
額
の
目

安
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　

●
Ａ
ラ
ン
ク
63
円
（
昨
年
度
50
円
）

●
Ｂ
ラ
ン
ク
63
円
（
昨
年
度
50
円
）

●
Ｃ
ラ
ン
ク
64
円
（
昨
年
度
50
円
）

（
注
）
都
道
府
県
の
経
済
実
態
に

応
じ
、
全
都
道
府
県
を
Ａ
Ｂ
Ｃ

の
３
ラ
ン
ク
に
分
け
て
、
引
上

げ
額
の
目
安
が
提
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
A
ラ
ン
ク
で
６

都
府
県
、
B
ラ
ン
ク
で
28
道
府

県
、C
ラ
ン
ク
で
13
県
、と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
表
参
照
）



《
育
児
・
介
護
休
業
法
》

 

令
和
七
年
十
月
一
日
よ
り

　

 

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

〈B図〉高年齢雇用継続給付
【支給限度額】（受給できる
額ではありません。）
令和７年７月31日まで

376,750円

令和７年８月１日から

386,922円

【最低限度額】
令和７年７月31日まで

2,295円

令和７年８月１日から

2,411円

〈C図〉60歳到達時等の賃金月額
【上限額】

令和７年７月31日まで

494,700円

令和７年８月１日から

508,200円

【下限額】
令和７年７月31日まで

86,070円

令和７年８月１日から

90,420円

ロ  休業日数181日以降
【上限額】

令和７年７月31日まで

235,350円

令和７年８月１日から

241,650円

【下限額】
令和７年７月31日まで

43,035円

令和７年８月１日から

45,210円

イ  休業日数180日まで
【上限額】

令和７年７月31日まで

315,369円

令和７年８月１日から

323,811円

【下限額】
令和７年７月31日まで

57,666円

令和７年８月１日から

60,581円

〈D図〉育児休業給付金〈E図〉介護休業給付金
【上限額】

令和７年７月31日まで

347,127円

令和７年８月１日から

356,574円

【下限額】
令和７年７月31日まで

57,666円

令和７年８月１日から

60,581円

※ 出生時育児休業給付の上限
額は302,223円となります
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福
祉
会
報
第
174
号
に
お
い
て
、
改
正

育
児
・
介
護
休
業
法
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
、
そ
の
一
部
は
令
和
７
年

４
月
１
日
付
け
で
既
に
施
行
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
10
月
１
日
付
け
で
次
の
項

目
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

３　
育
児
休
業
給
付
金

　
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
限
度
額

が
、
初
日
が
令
和
７
年
8
月
１
日
以
後

で
あ
る
支
給
対
象
期
間
か
ら
、〈
D
図
〉

の
通
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

⑴　
育
児
休
業
給
付
金
は
、
育
児
休
業

を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
離
職
日
と

み
な
し
て
算
定
さ
れ
る
賃
金
日
額
に

30
を
乗
じ
て
得
た
額（
賃
金
月
額
）
の

　
イ　
休
業
日
数
180
日
ま
で
…
67
％

　
ロ　
休
業
日
数
181
日
以
降
…
50
％

　
の
給
付
率
に
相
当
す
る
額
が
、
原
則

と
し
て
支
給
額
と
な
り
ま
す
。

⑵　
⑴
の
文
章
中
の
「
賃
金
月
額
」
の

上
限
額
は
、
30
歳
以
上
45
歳
未
満
の

賃
金
日
額
上
限
額
×
30
と
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

４　
介
護
休
業
給
付
金

　
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
限
度
額

が
、
初
日
が
令
和
７
年
8
月
１
日
以
後

で
あ
る
支
給
対
象
期
間
か
ら
、〈
E
図
〉

の
通
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

⑴　
介
護
休
業
給
付
金
は
、
介
護
休
業

を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
離
職
日
と

み
な
し
て
算
定
さ
れ
る
賃
金
日
額
に

30
を
乗
じ
て
得
た
額
（
賃
金
月
額
）

の
67
％
の
給
付
率
に
相
当
す
る
額

が
、
原
則
と
し
て
支
給
額
と
な
り
ま

す
。

⑵　
⑴
の
文
章
中
の
「
賃
金
月
額
」
の

上
限
額
は
、
45
歳
以
上
60
歳
未
満
の

賃
金
日
額
上
限
額
×
30
と
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
右
記
の
変
更
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
支

給
対
象
と
な
っ
て
い
た
方
が
支
給
対

象
と
な
ら
な
く
な
る
場
合
や
、
こ
れ

ま
で
支
給
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方

が
支
給
対
象
と
な
る
場
合
、
ま
た
、

現
在
、
給
付
を
受
け
て
い
る
方
の
給

付
額
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本
改
正
に
伴
い
、
就
業
規
則
や
育
児
介

護
休
業
等
規
則
の
改
定
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

１　
育
児
期
の
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現

す
る
た
め
の
措
置
の
義
務
化

事
業
主
は
、
３
歳
以
上
の
小
学
校
就

学
前
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
関

し
、職
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、

柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
、
労
働
者
が
選
択
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
当
該

措
置
の
個
別
の
周
知
・
意
向
の
確
認
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

講
ず
べ
き
措
置
の
内
容
は
、
①
始
業

時
刻
等
の
変
更
、
②
テ
レ
ワ
ー
ク
（
月

10
日
以
上
）、
③
保
育
施
設
の
設
置
運

営
等
、
④
短
時
間
勤
務
制
度
、
⑤
新
た

な
休
暇
の
付
与
（
年
10
日
）、
等
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
き
な
が
ら
子
を
養
育
し
や

す
く
す
る
た
め
の
制
度
と
な
り
、
こ
れ

ら
の
中
か
ら
二
つ
以
上
の
制
度
を
選
択

し
て
措
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２　
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
関
す
る
個

別
の
意
向
聴
取
・
配
慮
の
義
務
化

現
在
、
労
働
者
が
本
人
又
は
配
偶
者

の
妊
娠
・
出
産
等
を
申
し
出
た
場
合
、

事
業
主
は
労
働
者
に
対
し
、
育
児
休
業
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制
度
等
の
周
知
、
及
び
育
児
休
業
・
出

生
時
育
児
休
業
の
取
得
意
向
を
確
認
す

る
た
め
に
面
談
等
の
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

労
働
者
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
「
柔
軟

な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
」

の
制
度
等
の
周
知
と
そ
の
利
用
の
意
向

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
子
や
各
家
庭

の
状
況
に
応
じ
た
個
別
の
意
向
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
労
働
者
の
妊

娠
・
出
産
の
申
出
時
や
子
が
３
歳
に
な

る
ま
で
の
適
切
な
時
期
に
、
労
働
者
の

仕
事
と
育
児
の
両
立
に
関
す
る
制
度
の

個
別
の
周
知
や
、
個
別
の
「
意
向
の
聴

取
・
配
慮
」
を
す
る
こ
と
が
、
事
業
主

に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

「
意
向
の
聴
取
」
と
は
、
子
や
家
庭

令
和
７
年
６
月
11
日
、
多
様
な
労
働

者
が
活
躍
で
き
る
就
業
環
境
の
整
備
を

図
る
た
め
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
強
化
、

女
性
活
躍
推
進
法
の
有
効
期
限
の
延
長

を
含
む
女
性
活
躍
の
推
進
、
治
療
と
仕

事
の
両
立
支
援
の
推
進
等
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
改
正
労
働
施

策
総
合
推
進
法
等
が
公
布
さ
れ
、
次
の

こ
と
へ
の
対
応
が
企
業
に
求
め
ら
れ
る

の
状
況
に
よ
り
仕
事
と
の
両
立
が
困
難

と
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
労
働
者
の

離
職
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
勤
務
時
間
帯

や
勤
務
地
、
両
立
支
援
制
度
の
利
用
期

間
の
希
望
等
を
確
認
す
る
こ
と
を
言
い

ま
す
。

「
意
向
の
配
慮
」
と
は
、
労
働
者
の

意
向
を
確
認
し
た
の
ち
、
自
社
の
状
況

に
応
じ
、
労
働
者
の
配
置
、
業
務
量
の

調
整
、
両
立
支
援
制
度
の
利
用
期
間
等

の
見
直
し
、
労
働
条
件
の
見
直
し
等
を

行
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
子
に
障
害

が
あ
る
等
の
場
合
に
短
時
間
勤
務
制
度

や
子
の
看
護
等
休
暇
等
の
利
用
可
能
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
や
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
場
合
に
子
の
看
護
等
休
暇
等
の
付

与
日
数
に
配
慮
す
る
こ
と
、
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
と
と
な
り
ま
す
。

一　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

の
義
務
化

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、

①
顧
客
、
取
引
先
、
施
設
利
用
者
そ
の

他
の
利
害
関
係
者
が
行
う
、
②
社
会
通

念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
た
言
動

に
よ
り
、
③
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害

さ
れ
る
行
為
の
こ
と
を
言
い
、
事
業
主

は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

の
た
め
、
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を

取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二　
求
職
者
等
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
対

策
の
義
務
化

就
職
活
動
中
の
学
生
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
生
等
に
対
し
て
も
、
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
の

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
、
事
業

主
の
義
務
と
な
り
ま
す
。

三　
女
性
活
躍
の
更
な
る
推
進

１　
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
数
が
101
人

以
上
の
事
業
主
に
対
し
、「
男
女
間

賃
金
差
異
」
及
び
「
女
性
管
理
職
比

率
」
の
情
報
公
開
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
す
。

２　
「
プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
」
認
定
の

要
件
に
、
事
業
主
が
講
じ
て
い
る
求

職
者
等
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
係
る
措
置
の
内
容

を
公
表
し
て
い
る
こ
と
が
追
加
さ
れ

ま
す
。

四　
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
推
進

事
業
主
に
対
し
、
職
場
に
お
け
る
治

療
と
就
業
の
両
立
を
推
進
す
る
た
め
の

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
努
力
義
務
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
事
業
主
が
構
ず
べ
き
措
置
義

務
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
指
針

等
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
ら
、
改
め
て
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。


